
４－１学部・大学院の概要 

４ 教育及び研究 

１ 学部・大学院の概要 

  【 学 部 】 

 ○ 生活科学部 

   人間生活を取り巻く様々な現象を「個としての人間、家族、生活の質」「人間発達や

健康の維持・増進」「自然環境と人間生活との関わり」という面から科学的に分析し、

認識することを通じて、生活者の視点から、来るべき時代の新たな生活様式を創造し

得る人材を養成する。 

   * 生活科学のジェネラリストとしての能力の養成 

   * 個別分野におけるスペシャリストとしての能力の養成 

   * 問題を提起し科学的に考察し解決する能力の養成 

   * 地域における実践的能力の養成 

   * 情報発信、情報交換能力の養成 

 

 ○ 文化学部 

   地元高知の文化、日本の文化、英・米・中をはじめとする諸外国・諸地域の文化に

ついて、文学、社会、言語などの角度から深くかつ広く学習することによって、文化

の継承と発展及び創造に寄与できる人材を養成する。 

   * 人間に対する理解力と自己表現力の養成 

   * 地域や現代社会の文化的課題に対する理解力と実践力の養成 

   * 日本語及び外国語の優れた運用能力とともに異文化間コミュニケーション能力の

養成 

 

 ○ 看護学部 

   看護の理念や専門的知識、技術を教授・研究することを通じて、社会の健康問題を

人々とともに解決し、人々の健康生活の向上に貢献することができる豊かな人間性・

創造性を持った看護者を育成する。 

   また教育・研究活動を通して看護学の発展に寄与するとともに、地域に根ざした大

学として、保健医療活動を通じて人々の健康に貢献する。 

* 人間に対する総合的な理解と科学的・倫理的判断のもとに看護を展開し、健康問

題を解決することができる看護者の育成 

* 人間の尊厳、その人らしさを守りながら、その人がより創造的に自らの力を発揮

できるように支援できる看護者の育成 

   * 社会のニーズを察知し、看護者として他の保健医療従事者と連携しながら健康問

題を解決する役割を積極的に担うことのできる看護者の育成 

   * 自主的・積極的に学ぶ姿勢と、看護者としてのアイデンティティを培い、専門識

者としての自覚を持って、人々の健康生活の向上に貢献することのできる看護者

の育成 

   * 広い視野に立ち、研究的視点を持って看護の本質を追究し、看護学の体系化に貢

献できる看護者の育成 
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 ○ 社会福祉学部 

   人権思想とノーマライゼーションの思想に裏打ちされた社会福祉の理念と専門的知

識・援助技術を教授・研究することにより、現代社会及び高知県が直面する高齢化・

過疎化などから生ずる福祉課題に主体的に対応する有為な人材を育成する。 

   * 地域・家族のもつ福祉課題への対応能力の養成 

   * 社会福祉実践能力の養成 

  * 健康・医療・福祉などの効果的な連携を図る能力の養成 

 

 

  【 大学院 】 

 ○ 看護学研究科（修士課程） 

   看護の理念や専門的知識、技術を教授・研究することを通じて、社会の健康問題を

人々とともに解決し、人々の健康生活の向上に貢献することができる豊かな人間性・

創造性を持った、専門看護師（ＣＮＳ）及び研究者を育成する。 

   また、将来にわたる看護の実践・教育・研究活動を通して、看護の変革者として看

護学に寄与するとともに、地域に根ざした大学として、地域の人々の健康を促進する

文化を創造し、発展させる能力を身に付けた看護専門識者を育成する。 

   さらには、ヒューマニズムの立場に立ち、地域の人々の健康問題を、個人－家族－

地域のダイナミズムを視野において、倫理的・科学的判断に裏付けされた質の高い看

護ケアを提供できる看護専門識者を育成する。 

 

 ○ 人間生活科学研究科（修士課程） 

   人間及び人間生活について、生活科学領域、社会福祉領域、文化領域の複数の研究

領域から複合的に教育・研究し、複合的な職業能力を有する高度専門職業人を養成す

る。 

 

 ○ 健康生活科学研究科（博士後期課程） 

   健康生活に関する学術的な課題を自立して研究し、健康生活科学に寄与する高度な

専門的知識や技術を創造する研究者を育成する。 

   併せて、健康生活科学の知識・技術、研究能力を身につけ、高度に専門的な業務に

従事することのできる高度専門職業人を育てる教育者を育成する。 

   本研究科では、次のような研究へのアプローチを行う。 

* 健康を基本的な権利として捉え、ヒューマニズムの理念に基づき、生活者として

の人間の視点から健康生活の実現に向けての研究 
* 生涯を通して健康で安心して暮らすことができるような個人システム、家族シス

テム、生活システム、社会システムの探求・研究 
* 健康や健康生活に関わる諸問題を「看護学」「生活科学」「社会福祉学」の知識・

技術を軸に、複眼的な視点からの研究 
 



４－２－１(1)教育科目・受講者数（学部　共通教育）(1)共通教育

２　教育科目及び受講者の状況
【　学　　部　】
（１）　共通教育科目（平成２０年３月３１日現在）

ア　土佐学科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

土佐の歴史と文化 122 土佐の自然と暮らし 65
土佐の経済とまちづくり 110 土佐の健康と福祉 50

イ　女性学科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

女性学入門 99 女性の生活と健康 43
女性とキャリア 174

ウ　教養科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

倫理学 180 福祉の世界 96
心の科学 71 看護の世界 -
哲学入門 202 ユニバーサルデザイン基礎論 49
音楽療法入門 100 地域起こし論 20
器楽音楽Ⅰ 16 数の世界 11
器楽音楽Ⅱ 6 生活と統計学 6
絵画を読む 91 物理の考え方 14
日本語の表現技術 35 生活の中の化学 43
文学の世界 44 生命の科学 48
日本国憲法 223 地球の科学 63
暮らしと経済学 29 生活デザインの世界 54
現代社会論 54 食の科学 37
国際社会と日本 15

エ　情報科目 （単位：人） オ　健康スポーツ科目 （単位：人）
受講者数 受講者数

情報と社会 47 心とからだの科学 79
情報処理概論 195 健康スポーツ科学Ⅰ 221
コンピュータリテラシー 274 健康スポーツ科学Ⅱ 220

カ　教養セミナー （単位：人）
受講者数

教養セミナー 64

オ　外国語科目
○生活科学部　生活デザイン学科 （単位：人）

受講者数 受講者数
英語コミュニケーションⅠ 88 フランス語初級Ⅰ 5
英語コミュニケーションⅡ 23 フランス語初級Ⅱ 3
英語コミュニケーションⅢ 5 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 10 ドイツ語初級Ⅰ 1
中国語初級Ⅱ 8 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 2 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 2 ドイツ語中級Ⅱ 0
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○生活科学部　健康栄養学科 （単位：人）

受講者数 受講者数
英語コミュニケーションⅠ 62 フランス語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ 22 フランス語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅢ 15 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 0 ドイツ語初級Ⅰ 0
中国語初級Ⅱ 0 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 0 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0

○生活科学部　環境理学科 （単位：人）

受講者数 受講者数
英語コミュニケーションⅠ 65 フランス語初級Ⅰ 1
英語コミュニケーションⅡ 22 フランス語初級Ⅱ 1
英語コミュニケーションⅢ 8 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 11 ドイツ語初級Ⅰ 2
中国語初級Ⅱ 8 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 1 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0

○文化学部　文化学科 （単位：人）
受講者数 受講者数

英語コミュニケーションⅠ 310 フランス語初級Ⅰ 11
英語コミュニケーションⅡ 132 フランス語初級Ⅱ 11
英語コミュニケーションⅢ 87 フランス語中級Ⅰ 14

フランス語中級Ⅱ 15
中国語初級Ⅰ 66 ドイツ語初級Ⅰ 25
中国語初級Ⅱ 68 ドイツ語初級Ⅱ 25
中国語中級Ⅰ 66 ドイツ語中級Ⅰ 12
中国語中級Ⅱ 59 ドイツ語中級Ⅱ 16

○看護学部　看護学科 （単位：人）
受講者数 受講者数

英語コミュニケーションⅠ 157 フランス語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ 36 フランス語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅢ 26 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 0 ドイツ語初級Ⅰ 0
中国語初級Ⅱ 0 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 0 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）
受講者数 受講者数

英語コミュニケーションⅠ 129 フランス語初級Ⅰ 0
英語コミュニケーションⅡ 8 フランス語初級Ⅱ 0
英語コミュニケーションⅢ 1 フランス語中級Ⅰ 0

フランス語中級Ⅱ 0
中国語初級Ⅰ 0 ドイツ語初級Ⅰ 0
中国語初級Ⅱ 0 ドイツ語初級Ⅱ 0
中国語中級Ⅰ 0 ドイツ語中級Ⅰ 0
中国語中級Ⅱ 0 ドイツ語中級Ⅱ 0
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

（２）　専門教育科目（平成２０年３月３１日現在）

○生活科学部　生活デザイン学科 （単位：人）

受講者数 受講者数

生活デザイン学概論 23 服飾造形実習Ⅰ 13
健康栄養学概論 25 服飾造形実習Ⅱ 9
環境理学概論 24 服飾工芸実習 18
生涯発達論 25 アパレル情報論 17
生活科学論A 未開講 アパレル情報演習 13
生活科学論B 未開講 被服環境科学 1
生活経済学 22 被服環境科学演習 0
コミュニケーション論 25 ファッション・ビジネス論 39
地域生活論 未開講 住居学（製図を含む） 22
家族関係論 21 住居一般構造 14
生活様式論 24 住居一般構造実習 10
衣生活学 23 室内計画論 16
住生活学 21 住居材料・施工法 未開講
生活素材論 22 住居環境・設備学 19
食様式論 未開講 住文化史 22
基礎デザイン論 23 住居計画学 21
色彩学 23 住居管理論 19
環境デザイン論 27 ハウジング論 15
環境デザイン実習 15 居住地計画論 15
エクステリアデザイン論 23 住居法規 18
インテリアデザイン論 20 住居設計実習Ⅰ 11
アパレルデザイン論 22 住居設計実習Ⅱ 16
アパレルデザイン実習 23 住居設計実習Ⅲ 15
ユニバーサルデザイン各論 20 調理科学 25
ユニバーサルデザイン演習 12 調理学実習 23
生活経営学 23 調理科学実験 12
生活情報論（実習を含む） 7 情報科学演習Ⅰ 15
生活法学 21 情報科学演習Ⅱ 9
マーケティング論 40 食品の消費と流通 26
消費生活論 22 基礎栄養学 12
生活調査法 24 基礎食品学 21
生活調査実習 27 家庭機械・家庭電気 14
被服材料学 24
被服材料学実験 26
被服材料学演習 未開講
生活材料物理化学 9
生活材料物理化学実験 0
繊維製品消費科学 3
衣文化論 22
被服学実験Ⅰ 22
被服学実験Ⅱ 20

21
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

○生活科学部　健康栄養学科　 （単位：人）

受講者数 受講者数

生活デザイン学概論 20 基礎食品学 20
健康栄養学概論 20 基礎食品学実験 21
環境理学概論 21 食品成分と疾病予防 24
生涯発達論 21 食品の栄養素と機能 21
生活科学論A 未開講 食品の物性と機能 5
生活科学論B 未開講 食品機能学実験 1
基礎生物科学 20 食品有機化学 未開講
基礎栄養科学 20 食品有機化学実験 23
基礎生物科学実験 20 食品調理工学 13
数理統計学 28 食品調理工学実験 13
医療統計学 未開講 身近な毒と食品 22
保健医療福祉論 20 食品衛生学実験 24
健康環境情報論 20 食品の鑑別 7
健康環境情報論実習 20 基礎調理学 20
人間生活環境論 20 調理科学 21
食品の消費と流通 26 調理科学実験 12
生化学Ⅰ 20 基礎調理学実習 20
生化学Ⅱ 21 調理学実習Ⅰ 20
生化学実験Ⅰ 21 調理学実習Ⅱ 5
生化学実験Ⅱ 21 給食経営管理論 22
解剖生理学 20 給食計画論 26
人間病態論 21 大量調理論 21
解剖生理学実験 21 給食経営管理実習 23
臨床検査医科学 21 給食実務実習 23
病理学 22 給食経営管理臨地実習 21
基礎栄養学 21 運動生理学 22
基礎栄養学実験 22 ライフサイエンス論 28
応用栄養学Ⅰ 20 健康管理論 12
応用栄養学Ⅱ 21 公衆栄養学 22
応用栄養学実験 21 地域保健 21
実践栄養学 22 地域栄養アセスメント 21
臨床栄養アセスメント 21 地域保健実習 21
臨床代謝栄養学 21 地域保健臨地実習 21
臨床栄養治療学 21 こころと身体活動 22
臨床生理学 22 食事介護実習 21
臨床栄養学実習Ⅰ 21 生活経済学 0
臨床栄養学実習Ⅱ 21 生活経営学 0
臨床栄養学臨地実習Ⅰ 21 家族関係論 0
臨床栄養学臨地実習Ⅱ 21 保育学（実習及び家庭看護を含む） 0
栄養教育論 22 衣生活学 0
栄養カウンセリング論 23 服飾造形実習Ⅰ 0
栄養教育論実習Ⅰ 22 服飾造形実習Ⅱ 0
栄養教育論実習Ⅱ 21 住居学（製図を含む） 0
栄養情報処理論 21 家庭機械・家庭電気 0
総合演習(管理栄養士） 21 企業実習 1
学校栄養指導論Ⅰ 18
学校栄養指導論Ⅱ 14

23
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

○生活科学部　環境理学科 （単位：人）

受講者数 受講者数

生活デザイン学概論 21 自然環境学 16
健康栄養学概論 26 地球変動学 17
環境理学概論 24 古環境学 14
生涯発達論 22 地球エネルギー論 17
生活科学論A 未開講 環境保全学 17
生活科学論B 未開講 固体地球科学 15
物理学通論Ⅰ 24 流体地球科学 14
物理学通論Ⅱ 23 気象学 10
物理学基礎実験Ⅰ 18 地球環境情報学（実習を含む） 8
物理学基礎実験Ⅱ 14 物質科学概論 17
化学通論Ⅰ 22 力学 27
化学通論Ⅱ 25 解析力学 9
化学基礎実験Ⅰ 14 量子物理学 24
化学基礎実験Ⅱ 13 量子力学 7
生物学通論Ⅰ 22 流体力学 21
生物学通論Ⅱ 22 電磁気学 15
生物学基礎実験Ⅰ 18 固体物理学 未公開
生物学基礎実験Ⅱ 14 環境物質学概論 19
地学通論Ⅰ 22 環境有機化学 6
地学通論Ⅱ 22 環境化学 9
地学基礎実験Ⅰ 16 環境化学実験 6
地学基礎実験Ⅱ 15 エントロピー論 20
解析学Ⅰ 22 熱とエネルギー 17
解析学Ⅱ 22 応用物理学 8
解析学演習 21 環境分析化学 8
線形代数学 9 化学計測学（実習を含む） 6
線形代数学演習 4 環境理学特論 未公開
応用数学Ⅰ 13 環境理学セミナー 10
応用数学Ⅱ 5 計算機科学概論 29
数理統計学 28 プログラミング通論Ⅰ 23
科学史 未開講 プログラミング通論Ⅱ 20
生命科学 21 プログラミング実習Ⅰ 22
情報生理学 15 プログラミング実習Ⅱ 20
生命史 16 情報処理概論 15
生態学 17 データ処理実習 16
環境生物学 16
環境生物学実験 13
野外実習 34
臨海実習 未開講
生殖生物学 16
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

○文化学部　文化学科

　（その１） （単位：人）

受講者数 受講者数

文化学入門 97 英語文章構成法 未開講
基礎演習 100 日本古典文学論文講読 41
土佐地域文化研究（方言） 未開講 平安朝文学演習Ａ 15
土佐地域文化研究（祭り） 未開講 平安朝文学演習Ｂ 15
土佐地域文化研究（スポーツ） 未開講 日本近世文学演習Ａ 12
土佐地域文化研究（民俗） 61 日本近世文学演習Ｂ 12
土佐地域文化研究（教育） 26 日本近現代文学演習Ａ 35
土佐地域文化研究（文学） 未開講 日本近現代文学演習Ｂ 31
土佐地域文化研究（地域学） 15 中国古典文学演習Ａ 12
新聞論 76 中国古典文学演習Ｂ 11
情報処理演習Ⅰ 5 中世イギリス文学演習 6
情報処理演習Ⅱ 0 ルネサンスイギリス文学演習 2
プレゼンテーション論Ⅰ 7 近代イギリス文学演習Ａ 7
プレゼンテーション論Ⅱ 18 近代イギリス文学演習Ｂ 7
フィールド実習Ⅰ 33 現代イギリス文学演習Ａ 8
フィールド実習Ⅱ 13 現代イギリス文学演習Ｂ 4
フィールド実習Ⅲ 17 アメリカ文学演習Ａ 4
フィールド実習Ⅴ 13 アメリカ文学演習Ｂ 2
日本文学入門 50 日本文化概論 未開講
英米文学入門 54 民俗学 95
日本文学史 52 民俗学講読 15
中国文学史 34 民俗文化論 22
イギリス文学史 37 日本史 未開講
アメリカ文学史 30 日本思想史 118
比較文学 未開講 書道 50
文学批評理論 36 日本文化史 20
日本近世文学特論 15 考古学 48
日本近代文学特論 39 中国文化論 未開講
日本古典文学制度講義 40 アジア思想史 未開講
日本近現代詩歌論 64 現代アジア文化論 未開講
中国古典文学論 未開講 英米文化概論 58
日本神話講読 60 英米文化史Ａ 82
物語文学講読Ａ 71 英米文化史Ｂ 38
物語文学講読Ｂ 70 西洋史 109
日本中世文学講読Ａ 5 比較宗教学 111
日本中世文学講読Ｂ 10 近現代文化論 9
日本近世文学講読Ａ 21 近現代生活史 10
日本近世文学講読Ｂ 13 消費社会論講読 14
日本近代文学講読 70 現代社会論 93
日本現代文学講読 78 現代社会論講読Ⅰ 36
中国古典文学講読Ａ 44 現代社会論講読Ⅱ 未開講
中国古典文学講読Ｂ 35 現代社会論演習ⅠＡ 16
近代イギリス文学講読A 7 現代社会論演習ⅠＢ 17

近代イギリス文学講読B 9 現代社会論演習ⅡＡ 15
現代イギリス文学講読Ａ 14 現代社会論演習ⅡＢ 8
現代イギリス文学講読Ｂ 5 地域文化論Ⅰ 8
アメリカ文学講読 6 地域文化論Ⅱ 17
日本語文章構成法 68 地域文化特論 49
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

　（その２） （単位：人）

受講者数 受講者数

地域文化論講読 24 言語文化論 65
地域文化論演習Ａ 14 英語言語文化論講読ⅠＡ 31
地域文化論演習Ｂ 15 英語言語文化論講読ⅠＢ 24
映像文化論講読 22 英語言語文化論講読ⅡＡ 未開講
文化政策論Ⅰ 22 英語言語文化論講読ⅡＢ 未開講
文化政策論Ⅱ 17 英語言語文化演習ⅠＡ 23
文化政策論講読Ａ 28 英語言語文化演習ⅠＢ 13
文化政策論講読Ｂ 20 英語言語文化演習ⅡＡ 23
まちづくり政策論 26 英語言語文化演習ⅡＢ 未開講
文化政策論演習Ａ 10 対照言語学 49
文化政策論演習Ｂ 10 日本語論 63
ＮＰＯ論 45 日本語史 117
ジェンダー論 38 日本語音声学・音韻論 63
ジェンダー論演習Ａ 14 日本語言語文化論講読 41
ジェンダー論演習Ｂ 16 日本語言語文化演習Ａ 14
文化人類学 18 日本語言語文化演習Ｂ 13
文化人類学講読 未開講 日本語教授法 31
文化人類学演習Ａ 15 日本語教育実習 11
文化人類学演習Ｂ 15 日本語教育法演習 10
文化哲学 49 日本語教育教材論 21
公共哲学 90 異文化コミュニケーション論 33
哲学講読Ａ 21 留学セミナー 19
哲学講読Ｂ 15 比較文化論Ⅰ 44
哲学演習Ａ 9 比較文化論Ⅱ 13
哲学演習Ｂ 10 比較文化論Ⅲ 9
現代思想 31 比較文化論Ⅳ 8
日本語コミュニケーションⅠ 2 比較文化論講読Ａ 30
日本語コミュニケーションⅡ 未開講 比較文化論講読Ｂ 33
中級英語リスニング 28 比較文化論講読Ｃ 14
上級英語リスニング 未開講 比較文化演習ⅠＡ 29
中級英語スピーキング 9 比較文化演習ⅠＢ 13
上級英語スピーキング 7 比較文化演習ⅡＡ 9
中級英語アカデミックライティング 18 比較文化演習ⅡＢ 9
上級英語アカデミックライティング 19 比較文化演習ⅢＡ 2
英語文法・英作文Ａ 32 比較文化演習ⅢＢ 3
英語文法・英作文Ｂ 33 留学Ａ 未開講
英語音声学 42 留学Ｂ 未開講
検定英語ⅠＡ 42 自主研修 8
検定英語ⅠＢ 38 企業実習 67
検定英語ⅡＡ 23
検定英語ⅡＢ 23
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

○看護学部　看護学科

　（その１） （単位：人）
受講者数 受講者数

医学の世界 44 生活援助論Ⅲ－２ 42
人体のしくみⅠ－Ａ 44 看護過程論 42
人体のしくみⅠ－Ｂ 44 援助関係論 44
人体のしくみⅡ－Ａ 46 フィジカルアセスメント 44
人体のしくみⅡ－Ｂ 44 治療援助論Ⅰ 43
人体のしくみの乱れⅠ 42 治療援助論Ⅱ 42
人体のしくみの乱れⅡ 42 症状と看護 42
心のしくみ 44 看護援助の動向と課題 4
病態と治療Ⅰ 42 ふれあい実習 44
病態と治療Ⅱ 42 基礎看護援助実習 42
診断学 46 看護システム論 47
微生物学 42 看護サービス論 46
栄養学 44 看護教育論 2
生化学 44 看護管理の動向と課題 2
薬理学 44 チーム医療実習 42
治療学総論 42 看護管理実習 46
小児と疾患 45 急性期看護論 42
母性学 42 急性期看護援助論 46
保健統計 47 回復期看護援助論 43
疫学 48 急性期看護の動向と課題 6
健康管理論 48 急性期看護実習 43
地域医療政策 未開講
生命の科学と倫理 45 慢性期看護論 42
医療史 33 慢性期看護援助論 46
社会保障と看護 44 終末期看護援助論 49
社会福祉法制論 0 慢性期看護の動向と課題 未開講
社会福祉援助技術総論Ⅰ 7 慢性期看護実習 42
臨床心理学Ⅱ 4
障害児発達学 34 老人看護学総論 46
行動科学 28 老人の健康と看護 42
保健行動論 19 老人看護援助論 41
人間工学 0 老人看護の動向と課題 4
公衆衛生学 16 老人看護実習 42
在宅医療 未開講 精神看護学総論 46
医療と経営 23 精神の健康と看護 42
助産学 未開講 精神看護援助論 44
助産診断論 未開講 精神看護の動向と課題 3
危機管理：周産期医療 未開講 精神看護実習 42
地域母子保健政策 未開講
看護学総論 44 小児看護学総論 47
健康と看護 44 小児の健康と看護 42
環境と看護 44 小児看護援助論 44
人間と看護 44 小児看護の動向と課題 9
看護研究方法論 49 小児看護実習 42
看護哲学と倫理 48 母性看護学総論 46

生活と看護 44 母性看護対象論 42
生活援助論Ⅰ 44 母性看護援助論 44
生活援助論Ⅱ－１ 44 母性看護の動向と課題 6
生活援助論Ⅱ－２ 44 母性看護実習 42
生活援助論Ⅲ－１ 42
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

　（その２） （単位：人）
受講者数 受講者数

助産看護学総論 未開講 看護セミナーⅤ－A 未開講
助産看護診断論 未開講 看護セミナーⅥ－A 未開講
助産技術論 未開講 看護セミナーⅦ－A 15
助産看護援助論 未開講 看護セミナーⅧ－A 未開講
助産看護管理論 未開講 看護セミナーⅨ－A 6
助産看護の動向と課題 未開講 看護セミナーⅠ－B 3
助産看護実習Ⅰ 未開講 看護セミナーⅡ－B 11
助産看護実習Ⅱ 未開講 看護セミナーⅢ－B 未開講
在宅看護学総論 未開講 看護セミナーⅣ－B 2
在宅看護対象論 未開講 看護セミナーⅤ－B 未開講
在宅看護援助論 16 看護セミナーⅥ－B 未開講
在宅看護リエゾン論 39 看護セミナーⅦ－B 2
在宅看護の動向と課題 未開講 看護セミナーⅧ－B 17
在宅看護実習 未開講 看護セミナーⅨ－B 12
地域看護学総論 47 看護セミナーⅩ－A 14
地域の健康と看護 47 看護セミナーⅩ－B 4
地域看護援助論 48 臨床看護論Ⅰ 14
在宅家族ケア 47 臨床看護論Ⅱ 未開講

地域看護の動向と課題 5 臨床看護論Ⅲ 4
地域看護実習 46 臨床看護論Ⅳ 3
学校保健 9 臨床看護論Ⅴ 7
養護概説 9 臨床看護論Ⅵ 16

看護実践論Ⅰ 2
看護と政策 46 看護実践論Ⅱ 未開講
看護研究 52 看護実践論Ⅲ 4
総合看護実習 45 看護実践論Ⅳ 24
バイオロジカルナーシング 2 看護実践論Ⅴ 24
治療と看護 15 最新実践論Ⅵ 8
看護とデータ分析 45 看護実践論Ⅶ 2
看護と文化 4 最新実践看護講座Ⅰ 28
看護セミナーⅠ－Ａ 未開講 最新実践看護講座Ⅱ 29
看護セミナーⅡ－Ａ 未開講 最新実践看護講座Ⅲ 未開講
看護セミナーⅢ－Ａ 未開講 最新実践看護講座Ⅳ 未開講
看護セミナーⅣ－A 10 看護学の動向と課題 28
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４－２－１(2)教育科目・受講者数（学部　専門教育）(2)専門教育

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）

受講者数 受講者数

現代生活と社会福祉 37 社会保障論Ⅱ 34
社会科学入門 38 公的扶助論Ⅱ 34
社会福祉概論Ⅰ 36 児童福祉論Ⅱ 39
社会福祉概論Ⅱ 36 障害者福祉論Ⅱ 40
社会福祉援助技術総論Ⅰ 36 高齢者福祉論Ⅱ 37
社会福祉援助技術総論Ⅱ 38 医療福祉論 60
社会福祉史Ⅰ 39 精神保健福祉論 26
社会福祉史Ⅱ 36 国際福祉論Ⅱ 未開講
社会福祉法制論 38 社会福祉入門演習 34
社会福祉行財政論Ⅰ 35 社会福祉基礎演習 34
社会福祉行財政論Ⅱ 39 福祉研究法Ⅰ 35
地域福祉論 40 福祉研究法Ⅱ 33
介護概論 37 社会福祉専門演習Ⅰ－ａ 37
ケアマネジメント論 31 社会福祉専門演習Ⅰ－ｂ 37
面接技法 未開講 社会福祉専門演習Ⅱ－ａ 42
事例研究法 未開講 社会福祉専門演習Ⅱ－ｂ 42
社会福祉原理論 42 社会福祉外書講読Ⅰ 0
社会保障論Ⅰ 34 社会福祉外書講読Ⅱ 未開講
公的扶助論Ⅰ 35 社会福祉ふれあい実習 37
児童福祉論Ⅰ 36 精神保健福祉ふれあい実習 32
障害者福祉論Ⅰ 38 社会福祉現場実習Ⅰ 36
高齢者福祉論Ⅰ 37 社会福祉現場実習Ⅱ 36
社会福祉施設経営管理論 3 社会福祉現場実習Ⅲ 36
臨床心理学Ⅰ 34 精神保健福祉援助実習 47
保健福祉論 32
国際福祉論Ⅰ 11
女性福祉論 13
カウンセリング論 39 家族社会学 72
社会福祉援助技術各論Ⅰ－a 37 地域社会学 71
社会福祉援助技術各論Ⅰ－b 37 臨床心理学Ⅱ 5
社会福祉援助技術各論Ⅱ－a 38 心理検査法 3
社会福祉援助技術各論Ⅱ－b 38 母子保健論 23
社会福祉援助技術演習Ⅰ 34 高齢者保健論 未開講
社会福祉援助技術演習Ⅱ 38 障害児発達学 34
社会福祉援助技術演習Ⅲ 38 法学 32
社会福祉援助技術演習Ⅳ 36 精神保健学 27
精神保健福祉援助技術各論 20 医学概論Ⅰ 37
精神保健福祉援助演習 19 医学概論Ⅱ 35
ケアマネジメント演習 27 精神医学 19
社会調査演習Ⅰ 5 精神科リハビリテーション学 19
社会調査演習Ⅱ 未開講
カウンセリング演習Ⅰ 21
カウンセリング演習Ⅱ 6
介護演習Ⅰ 30
介護演習Ⅱ 22
子育て社会支援論 24
福祉情報演習 14
医療ソーシャルワーク論 54
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４－２－１(3)教育科目・受講者数（学部　教職）(3)教職

（３）　教職に関する専門教育科目（平成２０年３月３１日現在）

（単位：人）

受講者数 受講者数

教育論 67 道徳教育論 84
教育原理 83 特別活動論 126
発達心理学 77 教育方法論 66
教育心理学 11 生徒指導論 97
教育社会学 86 教育相談論 89
同和教育 121 総合演習 72
教育課程論 75 教育実習Ⅰ 51
家庭科教育法Ⅰ 5 教育実習Ⅱ 45
家庭科教育法Ⅱ 5 養護実習 15
理科教育法Ⅰ 12 学校栄養教育実習 11
理科教育法Ⅱ 12 生涯学習概論 42
国語科教育法Ⅰ 22 博物館学Ⅰ 30
国語科教育法Ⅱ 20 博物館学Ⅱ 37
英語科教育法Ⅰ 22 博物館学Ⅲ 26
英語科教育法Ⅱ 12 博物館実習講義（生活科学部） 28
看護科教育法Ⅰ 0 博物館実習講義（文化学部） 30
看護科教育法Ⅱ 0 博物館実習 42
福祉科教育法Ⅰ 0 視聴覚教育メディア論 58
福祉科教育法Ⅱ 0 教育学概論 45

教
職
に
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員
資
格
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授　業　科　目 授　業　科　目

- 38 -



４－２－２教育科目・受講者数（大学院）

○看護学研究科 （単位：人）

受講者数 受講者数

看護理論と実践 15 がん看護論 1

看護研究と実践 15 がん看護対象論 1
看護倫理 15 がん患者看護展開論 2
看護教育論 - がん患者対象看護援助論 1
看護サービス管理論 13 がん看護課題研究 1
看護学の動向と展望 - がん看護学実践演習Ⅰ 1
病態生理学 1 がん看護学実践演習Ⅱ 1
フィジカルアセスメント特論 2 がん看護学実践演習Ⅲ 1
こころの発達 - 小児看護論 4
保健医療政策と経済 - 小児看護対象論 4
データ分析方法論 - 小児看護方法論Ⅰ 4
看護コンサルテーション論 - 小児看護方法論Ⅱ -
家族看護論 - 小児看護課題研究 -
家族看護援助論 - 小児看護実践演習Ⅰ 3
家族と病気 - 小児看護実践演習Ⅱ -
家族療法 3 小児看護実践演習Ⅲ -
家族看護学演習 - 慢性看護論 1
家族ケアの開発 1 慢性看護対象論 1

家族看護課題研究 1 慢性看護援助論 1
家族看護学実践演習Ⅰ - 慢性看護展開論 -

家族看護学実践演習Ⅱ 1 慢性看護学課題研究 -
家族看護学実践演習Ⅲ 1 慢性看護学実践演習Ⅰ 1
看護研究演習Ⅰ（家族看護研究演習） - 慢性看護学実践演習Ⅱ -
家族看護学研究方法 - 慢性看護学実践演習Ⅲ -
精神看護論 - 看護管理論 2
精神看護対象論 4 システム経営管理論 2
精神看護方法論Ⅰ 2 看護管理展開論 2
精神看護方法論Ⅱ 4 看護管理の動向と展望 2
精神看護学演習Ⅰ 4 看護管理課題研究 -
精神看護学演習Ⅱ 4 看護管理学実践演習Ⅰ -
精神看護課題研究 2 看護管理学実践演習Ⅱ -
精神看護学実践演習Ⅰ 4 看護管理学実践演習Ⅲ -
精神看護学実践演習Ⅱ 2 看護研究演習Ⅲ（看護管理学研究演習） -
精神看護学実践演習Ⅲ 2 看護管理学研究方法 2
在宅老人看護論 - 成人看護ケア研究 3
老人看護論 - 家族看護ケア研究 4
老人看護展開論 - 精神看護ケア研究 -
在宅看護展開論 1 地域看護ケア研究 -
在宅老人ケアシステム論 - 在宅老人看護ケア研究 -
地域看護論 - がん看護ケア研究 -
地域看護展開論Ⅰ - 小児看護ケア研究 -
地域看護展開論Ⅱ - 臨床看護管理研究 -
在宅ケアシステム論 - 慢性期看護ケア研究 4
在宅老人看護課題研究 - 臨床看護学研究演習Ⅰ -
看護研究演習Ⅱ（地域看護学研究演習） - 臨床看護学研究演習Ⅱ -
老人看護学実践演習Ⅰ - 臨床看護学研究方法Ⅰ 4
老人看護学実践演習Ⅱ - 臨床看護学研究方法Ⅱ 4
老人看護学実践演習Ⅲ -
地域看護学実践演習Ⅰ -
地域看護学実践演習Ⅱ -
地域看護学実践演習Ⅲ -

　【　大 学 院　】（平成２０年３月３１日現在）

授　業　科　目 授　業　科　目
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４－２－２教育科目・受講者数（大学院）

○人間生活学研究科 （単位：人）

受講者数 受講者数

人間生活健康情報論 12 社会福祉原論 7
人間生活福祉政策論 12 ソーシャルワーク論 4
人間生活文化論 12 スーパービジョン論 7
人間生活論演習Ⅰ 12 高齢者福祉論 5
人間生活論演習Ⅱ 12 児童福祉論 11
人間生活論演習Ⅲ 12 障害者福祉論 -
特別講義Ⅰ(人間環境論) 7 地域福祉論 5
特別講義Ⅱ(保健・医療・福祉制度論) - 臨床福祉論 9
特別講義Ⅲ(文化政策論) 4 介護福祉論 7
特別講義Ⅳ(生活環境論) 6 国際福祉政策論 5
特別講義Ⅴ(データ解析論) 7 福祉行財政論 5
人間栄養論Ⅰ（隔年） 11 地域文化論Ⅰ 2
人間栄養論Ⅱ（隔年） - 地域文化論Ⅱ -
食品総合科学論 - 日本文化論Ⅰ -
栄養疫学論 7 日本文化論Ⅱ 1
栄養教育特論 7 英米文化論Ⅰ -
住生活論（隔年） 7 英米文化論Ⅱ -
住環境論（隔年） - ジェンダー論 7
衣生活論 -
環境生態論 5
環境解析論Ⅰ（隔年） 2
環境解析論Ⅱ（隔年） -

○健康生活科学研究科 （単位：人）

受講者数 受講者数

看護学特別研究Ⅰ 2 人間栄養論 -

看護学特別研究Ⅱ 2 臨床栄養論 -

看護学特別研究Ⅲ 1 栄養生理論 -

生活科学特別研究Ⅰ - 保健環境論 -

生活科学特別研究Ⅱ - 居住環境論 -

生活科学特別研究Ⅲ - 環境生態論 -

社会福祉学特別研究Ⅰ - 地球環境解析論 -

社会福祉学特別研究Ⅱ - 医療・福祉制度論 -

社会福祉学特別研究Ⅲ - 臨床福祉論 -

がん看護論Ⅰ 4 精神障害者福祉論 -

がん看護論Ⅱ - 社会福祉原理論 -

家族看護論Ⅰ - 地域福祉政策論 -

家族看護論Ⅱ - 社会福祉援助方法論 3

小児看護論Ⅰ - 健康科学論 5

小児看護論Ⅱ - 健康政策論 1

システム経営論Ⅰ 3 身体表現論 -

システム経営論Ⅱ -
慢性看護論Ⅰ 4
慢性看護論Ⅱ -
成人看護論 4
精神看護論 3

地域ケアシステム論 3

6
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４－３教員免許及び国家資格取得の状況

３　教員免許及び国家資格取得の状況

　(1)　教員免許申請状況（平成２０年３月３１日現在）
（単位：人）

種　類 教　科 申請者数

中一種
高一種

家庭 4

栄養一種 － 11

中一種
高一種

理科 13

中一種
高一種

国語 13

高一種 国語 2

中一種
高一種

英語 10

高一種 英語 －

公民 1

福祉 4

養護一種 － 15

73

　(2)　国家試験合格状況
（単位：人）

国 家 資 格 区　　分 受 験 者 数 合 格 者 数 合 格 率

保　健　師 新　　卒 45 43 95.6%

新　　卒 41 41 100.0%

既　　卒 2 0 0.0%

社会福祉士 新　　卒 37 28 75.7%

精神保健福祉士 新　　卒 23 21 91.3%

管理栄養士 新　　卒 23 16 69.6%

看　護　師 平成20年2月24日

健康栄養学科

環境理学科

文化学科

高一種

合　　　　　　　　計

受　験　日

平成20年2月22日

社会福祉学科

看護学科

平成20年1月27日

平成20年1月26日
平成20年1月27日

平成20年3月23日

学　　部

生活科学部

文化学部

社会福祉学部

看護学部

学　　科

生活デザイン学科
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４－４－１学位授与状況

４　学位及び大学賞・学長賞等の授与状況

　（１）学位授与状況 （単位：人）

累　　　計 平成19年度 累　　　計

96

人間生活科学研究科 76

健康生活科学研究科 3 24

172 3 24

【学位授与者一覧（平成１９年度）】

○博　士

授与年月日 学位の種類

平成19年9月26日 博士（看護学）

平成19年9月26日 博士（看護学）

平成20年3月18日 博士（看護学）

○修　士

授与年月日 学位の種類

平成19年9月26日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

氏　　名 論　　　文　　　名

東　清巳
高齢者終末期がん患者を在宅介護する配偶者の
生活世界　－がん発症から死別後まで－

益守　かづき
慢性の経過をたどる子どもと家族のヘルスプロ
モーションに関する研究　－子どもの保健行動・
療養行動を育む家族の関わり－

久保田　聰美
看護職と組織の相互作用に基づくキャリア・デザイ
ンシステム　－看護職のキャリア意識とキャリア・ス
トレスからのアプローチ－

修　　　　　士 博　　　　　士

合　　　　計

看護学研究科

研　究　科　名

平成19年度

10

9

19

心臓手術患者の看護における臨床判断
－心臓外科病棟の看護師に焦点をあてて－

氏　　名 論　　　文　　　名

齋藤　美紀
糖尿病の可能性を否定できない人の曖昧な状況
への対処

高藤　裕子
認知症高齢者の生活機能を維持・向上するため
の訪問看護師のかかわり

原田　千枝
看護師の成長を支援する院内教育システムの構築
－off-the-job trainingの評価がもたらす効果－

和泉　明子
総合失調症患者に対する『保護する看護』と『自
立を促す看護』の調和をとるための方略

黒岩　郁子
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４－４－１学位授与状況

授与年月日 学位の種類

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成20年3月19日 修士（看護学）

平成19年9月26日 修士（生活科学）

平成20年3月19日 修士（社会福祉）

平成20年3月19日 修士（学術）

平成20年3月19日 修士（学術）

平成20年3月19日 修士（社会福祉）

平成20年3月19日 修士（社会福祉）

平成20年3月19日 修士（学術）

平成20年3月19日 修士（社会福祉）

平成20年3月19日 修士（学術） 池田　淑子 ベビーフードにおけるアレルギー情報表示の動向

平田　佳子
造血細胞移植後に慢性GVHDを発症した患者の
ボディ・イメージ

星川　理恵 家族の問題解決力を育成する看護支援

森本　志保
病棟看護師が実践する地域医療連携の現状と連
携促進要因
－病棟看護師の育成を目指して－

山﨑　浩子 うつ病患者の職場における自己呈示

奥田　美惠 看護職による精神障害者グループ支援

小川　時江
生活習慣病予防のための適正体重に関する研究
－実践につなぐための保健指導モデル－

菊池　美恵
児童虐待防止ネットワークが機能する要因
－要保護児童対策地域協議会構成員への面接
　 調査の質的分析から－

濱窪　隆 新しい身体柔軟性測定方法の考案

東　大和生
小児喘息に関する施策の現状と課題
－教育委員会に於ける調査研究－

平川　明日香
地域福祉（活動）計画を基にした地域福祉活動の
活性化の要因分析と課題
－民生委員の住民との関わりの視点から－

高橋　佳奈

養護老人ホームの生活相談員が行うソーシャルワー
クに関する研究
－高知県における養護老人ホームの生活相談員の
実践から－

柚山　菜穂子 高等学校福祉教育における進路指導に関する研究

田島　雅子
地方小都市における博物館の意義に関する研究
－博物館の参加・体験型事業が生活・行動にあたえ
る影響（「ギャラリーしろかわ」を主たる事例として）－

氏　　名 論　　　文　　　名
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４－４－２大学賞・学長賞・３サーティフィケーション

　 【大学賞】

学　　部 学　　科 学年 受賞者数

社会福祉学部 社会福祉学科 4 １名

【学長賞】

学　　部 学　　科 学年 受賞者数

文化学部 文化学科 4 １名

文化学部 文化学科 4 １名

高知県民の生活習慣病予防を目的とした運動の
一環である「県庁職員メタボバスター大作戦」に参
加。
階段利用を促すバナーの作成・設置、県庁職員
の階段利用率測定を行い、県民の健康意識向上
に貢献

四国インカレ・水泳50ｍバタフライ優勝

四国インカレ・水泳400m自由形優勝

　（２）大学賞・学長賞授与状況

生活科学部 健康栄養学科

生活科学部 生活デザイン学科 ２名

３名

3

4

功　　　　　績

福祉ボランティア活動に積極的に取組み地域貢献
に寄与し、勉学においても優秀な成績を修めた

功　　　　　績

「ユニバーサル・ファッション・プロジェクト」における
ユニバーサル・ファッションの普及活動（重心施設入
所者の夢を叶える取組み等）、様々なファッション
ショーの実践活動による社会貢献及び地域貢献

- 44 -



４－４－２大学賞・学長賞・３サーティフィケーション

　（３）サーティフィケーション授与状況

招　聘　者

高知女子大学
（国際交流委員会）

Ｍｉｃｈａｅｌ　Ｓｔａｒｋｅ

Bayarsaikhan
Zolzaya

内　　　　　　容氏　　　名

平成19年5月28日～6月6日
エルムズ大学と高知女子大学と
の短期交換プログラムの終了

James　Ｒ．
Ｐｏｓｔｌｅｔｈｗａｉｔｅ

Ｊｏｙｃｅ　Ｈａｍｐｔｏｎ

Ｋｅｖｉｎ　Ｗｅｌｃｈ

Ｐｒｉｎｃｅｓｓ　Ｅｃｋｌｅｓ

Ｌａｕｌａ　Ｈｅｇａｒｔｙ

Munkbat
Munkhshur

Batbayar
Zolzaya

高知女子大学
（国際交流委員会）

モンゴル国立大学校学生

平成19年5月24日～7月20日
高知女子大学での短期体験聴
講終了

高知女子大学
（国際交流委員会）

新モンゴル高等学校学生

Zorigt　Khulan

Ｅｄｗａｒｄ　Ｃ．
Ｍａｎｌｅｙ Ⅳ

オルホン私立大学校学生

Jonathan　D．
Rｕｓｓｅｌｌ

エルムズ大学学生
平成19年5月28日～6月6日
高知女子大学での短期研修プ
ログラムの終了

エルムズ大学引率教員
（交換プログラムディレクター）

職　　　　　　名

- 45 -



４－４－２大学賞・学長賞・３サーティフィケーション

招　聘　者

JICA事業高知女子大
学プロジェクト

内　　　　　　容

Tulgaa　Tsetsegee

Luvsan
Bayasgalan

Nyamdavaa
Baigalmaa

Buyandalai
Munkhdelgel

Jigjid　Azjargal

平成19年11月22日～12月10日
JICA事業高知女子大学プロ
ジェクトによる研修終了「女性の
生活と地位向上に寄与するリー
ダーの養成コース」

Maria　V．G．
Gonzarez

ニカラグア教育交流協会

高知女子大学
（国際交流委員会）

モンゴル国立科学技術大学学生
平成19年10月18日～11月19日
高知女子大学での短期体験聴
講終了

高知女子大学
（国際交流委員会）

Choijilsuren
Odsuren

Luvsandorj
Saruul

Soyolt Kharium

Baatar  Battuya

Udaanjargal
Sarangua

ウランバートル第23番外国語教育特
別学校学生

平成19年5月24日～7月20日
高知女子大学での短期体験聴
講終了

職　　　　　　名 氏　　　名
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４－４－２大学賞・学長賞・３サーティフィケーション

招　聘　者

ベトナム女性連合

シエラレオネ社会福祉・ジェンダー・
児童省（ジェンダー児童局）

ネパール女性開発局

ネパールシンズリ地区女性開発局

アフガニスタンカブール地区女性局

JICA事業高知女子大
学プロジェクト

内　　　　　　容

メキシコ家族計画基金
Laura　E．M．
Basurto

氏　　　名職　　　　　　名

コンゴ女性・児童・家族省
Kenda　B．
Annie

Ahmad　F．
Popalzai

平成19年11月22日～12月10日
JICA事業高知女子大学プロ
ジェクトによる研修終了「女性の
生活と地位向上に寄与するリー
ダーの養成コース」

Alice　J．
Koroma

Pham　T．T．
Nga

Merina　Shrestha

Sarita　Rajaure
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４－５ＦＤ活動実施状況

司会・進行　FD委員長（東原）

宇野 浩三
（高知女子大学生活科学部教授）

文
　
化
　
学
　
部

第１回学部FD研修会「オリエン
テーション合宿」の反省と次年度
への課題

一回生学生担当
（清原、橋尾、松本、吉川）

司会・進行　　FD委員長（東原）

第３回学部FD研修会「新任教員の
ための教授法課題回答と各教員の
授業の工夫・成果」

司会・進行　FD委員長（東原）

第２回学部FD研修会「大学コン
ソーシアム京都主催：第12回FD
フォーラム　シンポジウム学生が
伸びる大学教育」（DVD鑑賞）に
よる意見・感想の交換

H19.11.12

H19.6.11

H19.7.23

H19.11.12

H20.1.9
第4回学部FD研修会「2007年度
基礎演習の問題点と反省」

１９年度基礎演習担当者
（清原、佐藤、芝田(欠)、鈴木、高岡、高

西、松本、ペインター、山口、山根、吉川）

司会・進行　FD委員長（東原）

学生の認識形成・向上のために-
ティーチング・アシスタントを配置
したワークショップ授業の試み

平成18年度後期学生による授業
評価の結果について

大村　誠
（高知女子大学生活科学部教授）

授業展開の工夫は、最終的には
研究業績を発展させるためにある

佐藤　之紀
（高知女子大学生活科学部准教授）

團野　哲也
（高知女子大学生活科学部准教授）

管理栄養士の資質向上に必要な
基礎的スキルの習得をめざした教
育の充実

高橋　孝子
（高知女子大学生活科学部講師）

生

活

科

学

部

H19.5.14

「栄養カウンセリング」の授業例
笠原　賀子

（高知女子大学生活科学部教授）
H19.6.25

学習論
大久保　茂男

（高知女子大学生活科学部教授）
H20.1.7

　５　ＦＤ活動実施状況（平成１９年度）

学　　部 年月日講師・担当者内　　　　容

H19.6.25

Note Taking System
佐藤　厚

（高知女子大学生活科学部教授）
H19.9.10

H19.7.23

ある国立大学法人での新入生受
け入れの取り組み

H19.9.10
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４－５ＦＤ活動実施状況

学　　部 年月日講師・担当者内　　　　容

H20.3.3

H19.11.3
～5

日本社会福祉士養成校協会
中国・四国ブロック教員研修会へ
の参加
（社会福祉実習教育に関する研
修）

H20.2.16
～17

第9回福祉教育研修講座(日本社
会福祉教育学校連盟主催)への
参加
（「社会福祉専門教育と高大協働
のあり方」の研修）

特別講座・演習
「大学院教育における参画教育」

日本教育大学院大学教授
林　義樹

H19.6.30
～7.1

2007年度全国社会福祉教育ｾﾐ
ﾅｰ(日本社会福祉教育学校連盟
主催)への参加
（｢社会福祉専門教育におけるｶﾘ
ｷｭﾗﾑ改革と今後のあり方｣の研
修）

H20.1.12
～13

日本精神保健福祉士養成協会
2007年度全国研修会への参加
（精神保健福祉士養成教育に関
する研修）

大　学　院
（３研究科
共同開催）

社
　
会
　
福
　
祉
　
学
　
部

これからの看護と看護教育に対
する展望と課題

国立看護大学校 大学校長
教授　田村やよひ　氏

H20.3.23.

看

護

学

部

プレゼンテーションは看護学部准教授
以下の教員（助教６名、講師５名、准

教授７名）が実施

看護を語る会：
　教員個々が1年間に行ってきた
研究活動・研修活動･教育活動に
ついて共有し、看護学・看護教育
の動向と課題を検討する。

H20.3.4.
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